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人
道
よ
り
政
治
が
常
に
優
先

「
二
十一
世
紀
は
中
国
の
世

紀」
「
中
国
は
世
界
の
工
場」
と

いっ
た静静
色
の
中
国
像
が
こ
の

と
こ
ろ
あ
ち
こ
ち
で
描
か
れ
て
い

た
け
れ
ど、
中
国
広
東
省
を
発
生

源
に
す
る
新
型
肺
炎
（
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群
H
S
A
R
S）
の

こ
の
春
以
来
の
猛
威
は、
そ
の
発

生
と
初
期
対
応
の
失
態、
事
実
の

賦献
と
そ
れへ
の
判明仇
な
対応
と

い
う
実
態
を
通
じ
て、
中
国
社
会

の
実
際
的
な
有
様
を
全
世
界
に
晒

す
こ
と
と
なっ
た。
「二
十一
世

紀
は
中
国
が
問
題」
「
中
国
は
世

界
の
病
床」
と
い
っ
た
か
た
ち

で、
い
ま
国
際
社
会
は
中
国
を
疑

い、
見
張っ
て
い
る。

そ
の
中
国
の
最
高
責
任
者
に
な

っ
た
は
ず
の
胡
錦
濡・
国
家主
席

は、
過
般
のエ
ピ
ア
ン・
サ
ミッ

ト
に
出
席
し
て
国
際
的
な
デ
ビュ

ー
を
果
た
し
な
が
ら、
S
A
R
S

の
発
生
で
近
隣
の
諸
国・
諸
地
域

の
み
な
ら
ず
全
世
界
に
多
大
な
被

害
と
不
安
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を

謝
罪
すべ
き
重
要
な
機
会
で
あっ

た
の
に、
つ
い
に
そ
の
よ
う
な
行

為
も
言
葉
も
な
かっ
た。
ま
こ
と

に
残
念
で
あ
る。
の
み
な
ら
ず
中

国
当
局
は、
S
A
R
S
に
汚
染
さ

れ
て
深
刻
な
被
害
に
遭っ
て
い
る

台
湾
が
W
H
O
（
世
界
保
健
機

関）
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
す
る

こ
と
さ
え
認
め
ず、
政
治
を
人
道

の
上
に
置
く
姿
勢
を
依
然
と
し
て

崩
し
て
い
な
い。

今
回
の
S
A
R
S
騒
動
で
中
国

の
体
質
と
実
像
が
明
白
に
な
っ

た、
そ
の
問
題
点
は
以
下
の
三
点

に
集
約
で
き
よ
う。
ま
ず
第一

は、
中
国
社
会
の
閉
鎖
性
と
非
透

明
性
が
明
ら
か
に
なっ
た
こ
と
で

あ
る。
そ
の
最
大
の
原
因
は
共
産

党一
党
独
裁
の
軍
事
国
家
体
制
に

あ
る
の
だ
が、
去
る
四
月二
十
日

に
張
文
康・
衛
生
部
長
と
孟
学
農

・
北
京
市
長
が
更
迭
さ
れ、
同
時

に
そ
れ
ま
で
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
感

染
情
報
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
ま
で、
中
国
当
局
は
事
態
を
隠

し
て
い
た。
す
で
に
本
年二
月
初

旬
の
段
階
で
香
港
の
メ
デ
ィ
ア
な

ど
が
警
告
し、
「
ウ
ォ
I
ル
ス
ト

リ
ー
ト・
？
ャ
I
ナ
ル」
三
月
三

十一
日
の
社
説
「
中
国
を
隔
離
せ

よ」
も
中
国
当
局
の
対
応
を
強
く

批
判
し
て
い
た
の
に、
中
国
側
は

聞
く
耳
を
も
た
ず、
「
人
民
日

報」
な
ど
は
「
デ
マ」
で
あ
り

「
悪
意
の
扇
動」
だ
と
し
て
逆
に

反
論
し
て
い
た。
こ
の
間
に
S
A

R
S
は
大
陸
中
国
の
み
な
ら
ず
香

港、
台
湾、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
さ
ら

に
はベ
ト
ナ
ム
や
カ
ナげ
の
華
人

社
会
を
巻
き
込
ん
で
蔓
延
し
て
い

mo間
っ
た
の
で
あ
るo

A
A
A

V
V
V
 

信
選
性
に
欠
け
る
発
表
数
字

第二
は、
中
国
が
発
表
す
る
統

計
や
デ
l
タ

の儲観性
が
改
め
て

問
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る。
中
国
当

局
者
は
こ
の
間、
た
と
え
ば
四
月

三
日
の
張
文
康・
衛
生
部
長
発
言

を
は
じ
め、「
伝
染
病
を
完
全
に
制

圧
し
た」
と
し
て
数
字
も
挙
げ
て

い
た
の
だ
が、
そ
れ
が
偽
り
で
あ

る
こ
と
は
間
も
な
く
判
明
し
た。

S
A
R
S
の
よ
う
な
医
療
問
題

で
も
虚
偽
を
公
言
す
る
中
国
の
経

済
指
標
そ
の
も
の
の
信
濃
性
に
疑

義
を
呈
し
た
専
門
家
の
論
文
と
し

て
は、
「
チャ
イ
ナ・
ピ
汐
ネ
ス

・
レ
ビュ
ー」
（一一
0
0一
年
九

月
十二
日
号）
に
載っ
た
ピ
ッ
ツ

パ
l
グ
大
学
の
ト
l
マ
ス・
G・

ロ
ウ
ス
キ
l
教
授
の
「
中
国
の
G

D
P
統
計
に
何
が
起
こっ
て
い
る

か
？」
が
印
象
深
い。
同
教
授
は

一
九
九
八
年
か
ら二
O
O一
年
ま

で
の
四
年
間
の
中
国
の
経
済
成
長

率
（
G
D
Pベ
l
ス）
は
年
間
七

・
七
%、
累
積
で
三
四・
五
%
な

の
に、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
は

マ
イ
ナ
ス
五・
五
%、
消
費
者
物

価
指
数
も
マ
イ
ナ
ス
二・
三
%、

都
市
の
雇
用
の
伸
び
は
わ
ず
か
0

．
八
%
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
同
じ

中
国
側
の
公
式
統
計
を
使っ
て
分

析
し、
中
国
社
会
の
特
質
と
し

て、
末
端
の
郷・
鎮
の
幹
部
が
生

産
実
績
を
競
う
た
め
に、
偽
り
の

国際社会学者

嶺雄中嶋

誇
大
報
告
を
す
る
風
潮
（
間
報
浮

寄
風）
に
も
言
及
し
て
い
た。
一

九
五
0
年
代
後
半
の
「
大
躍
進」

政
策
の
時
代
と
基
本
的
に
変
わ
ら

ぬ
中
国
社
会
の
体
質
な
の
だ。

今
回
の
S
A
R
S
問
題
で
も
同

様
の
体
質
が
明
ら
か
に
なっ
た。

胡
錦
濡・
温
家
宝
体
制
の
新
指
導

部
が
い
か
に
「
硝
煙
な
き
戦
争」

だ
と
し
て
奮
闘
し
て
い
て
も、
そ

れ
だ
け
で
中
国
社
会
の
体
質
が
変

変わらぬ国の閉鎖性と隠蔽体質
わ
る
と
は
思
わ
れ
な
い。
情
報
公

開
に
対
す
る
中
国
共
産
党
内
部
の

抵
抗
も
大
き
い
よ
う
で、
イ
ン
タ

ー
ネッ
トへ
の
規
制
ば
か
り
か、

中
国
指
導
部
の
な
か
で
も
江
沢
民

．
曽
慶
紅
系
統
の
指
導
者
の
多
く

は、
こ
の
間、
北
京
を
離
れ
て
上

海
に
逃
れ
て
い
た。
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国
際
的
な
信
頼
性
も
損
な
う

第三
は、
中
国
当
局
者へ
の
信

頼
性
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
こ
と

で
あ
る。
こ
の
問
題
は
き
わ
め
て

重
大
で、
国
際
的
な
信
頼
性
も
損

な
わ
れ
た
ば
か
り
か、
中
国
の
イ

メ
！
？
も
大
き
く
傷
つ
い
た。
改

革・
開
放
政
策
の
基
盤
と
なっ
た

外
国
資
本
は
新
規
投
入
を
差
し
控

え
る
ば
か
り
か、
中
国
か
ら
の
撤

退
も
あ
り
得
ょ
う。
そ
し
て、
s

A
R
S
の
感
染
情
報
さ
え
明
白
に

し
得
な
かっ
た
中
国
の
統
治
シ
ス

テ
ム
へ
の
中
国
民
衆
の
不
満
が
さ

ら
に
膨
ら
む
か
も
し
れ
な
い。

今
回
の
S
A
R
S
の
蔓
延
が
人

権
や
民
主
を一
貫
し
て
抑
圧
し
て

き
た
中
国
共
産
党
独
裁
体
制へ
の

天
罰
だ
と
し
た
ら、
今
回
の一
連

の
事
態
は、
こ
の
よ
う
な
体
制
の

末
世
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
私

に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な
い。

（
な
か
じ
ま

み
ね
お
）


